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Ⅰ 技術開発と指導対策

１ 研究開発の基本方針

畜産経営を取り巻く情勢は、経営者の高齢化と担い手の減少、鳥インフルエンザやＢＳＥ等の国

際的な衛生対策、環境汚染問題、さらには長期間にわたり低迷している日本経済の影響による畜産

物の販売不振など厳しい環境にある。

こうした状況のなかで、当センターは、本県における畜産の技術開発及び普及の拠点として、長

期的な視点に立った先端技術の開発や循環型社会の構築に資する有機廃棄物利用技術の実用化等、

変化する畜産情勢に対応するとともに、畜産農家の要望に沿った各種試験研究に取り組んでいる。

平成２１年度は、地域環境と調和した循環型社会の構築を目指した畜産業の確立に向け、食品製

造副産物の飼料化や畜産バイオマスである家畜排泄物の処理技術について研究するとともに、高品

質な畜産物の低コスト生産に資するため、受精卵移植などを利用した先端技術の開発と種畜の改良

等効率的な試験研究を推進した。

重点課題として次の試験研究に取り組んだ。

(1)生産性向上のための哺育育成システムの構築

(2)安全飼料によるストレス緩和技術の検討

(3)バイオマスを活用した効率的エネルギー回収技術の研究

(4)簡易・低コストな環境負荷ガス低減技術と脱臭技術の実証試験

２ 研究及び事業の課題
平成２１年度においては、次のとおり試験研究に課題及び事業課題に取り組んだ。

(１) 試験研究課題

新 規 研 究
区 分 試 験 研 究 課 題

継 続 期 間

高品質な農 継 続 生産性向上のための哺育育成システムの構築
林水産物の (1) 効率的で低コストな哺育育成システムの確率 H20～22
生産振興 (2) 放牧と水田を組み合わせた周年屋外飼養技術の確立 H20～22

安全・安心 継 続 地域資源活用型ＴＭＲセンター構築による飼料自給率向 H18～22
な農林水産 上システムの確立
地産地消運
動の推進

環境と調和 継 続 バイオマスを活用した効率的エネルギー回収技術の研究 H20～24
した農林水
産業の推進 継 続 簡易・低コストな環境負荷ガス低減技術と脱臭技術の実 H20～22

証試験

新 規 ジャージー生産物の品質改善技術の開発 H21～22

活力ある農 継 続 ＤＮＡマーカーを指標とした牛の育種手法の開発に関す H17～
林水産業の る研究
推進

継 続 ＩＴを活用した発情検知システムの開発 H18～21
（発情検知システムを利用した繁殖効率の向上）
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(２) 各 種 事 業

新 規 事 業
区 分 事 業 名

継 続 期 間

活力ある農 継 続 超高能力牛群造成高度利用システム化事業 H 5～
林水産業の
推進 継 続 和牛の産肉能力検定事業並びに和牛人工授精及び種畜改 S43～

良

継 続 肉用牛の改良促進調査研究 H元～
－ＢＬＵＰ法アニマルモデルによる育種価評価－

継 続 肉用牛広域後代検定推進事業（育種牛群整備事業） H12～

新 規 雌牛改良促進 H21～

継 続 種豚改良 H元～

継 続 種鶏改良
(1)種鶏改良 H元～
(2)安全飼料によるストレス緩和技術の検討 H20～22

３ 研究及び事業の成果
平成２１年度における試験研究及び事業の主要成果は、次のとおりである。

（経営開発部）

試 験 研 究 課 題 成 果 の 概 要

家畜DNA育種改良推進事業 県種雄牛「沢茂勝」号の２次解析として、去勢産子211頭
-DNAマーカーを指標とした牛の を用い、３本の染色体に配置した計70個のＤＮＡマーカーに
育種手法の開発に関する研究- ついて遺伝子型を判定し、得られた遺伝子型データと枝肉成

績との連鎖解析を実施した。
平１７～ その結果、枝肉重量に関して１カ所、脂肪交雑に関して１

カ所、ロース芯面積に関して１カ所、皮下脂肪厚に関して１
ヵ所のＱＴＬ領域が特定された。

ジャージー生産物の品質改善技術 ジャージー乳中の乳脂肪黄色度改善を目的に、β-カロテ
の開発 ン含有量の多い緑茶ガラを用いて給与試験を実施した。緑茶

平２１～２２ ガラは原物で水分が77.7％、乾物換算で粗蛋白質を29.1％、
可溶性無窒素分を50.2％含み、β-カロテン含量は乾物中で2
24mg/kgであった。給与試験の結果、乳脂肪黄色度は0％添加
区と比較して、5％添加区で1.8度程度、15％添加区で2.8度
程度、有意に上昇したが、10％添加区では個体差が大きく有
意な差は認められなかった。また、乳量は10％添加区、15％
添加区で有意な減少がみられたが、乳脂肪率や採食量には差
は認められなかった。
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（大 家 畜 部）

試 験 研 究 課 題 成 果 の 概 要

生産性向上のための哺育育成シス 安全で低コストな高品質粉末乾燥初乳を開発するととも
テムの構築 に、開発した粉末乾燥初乳を利用した哺育技術の確立に取り
（１）効率的で低コストな哺育育 組んだ。また、黒毛和種子牛の育成段階において、稲ＷＣＳ
成システムの確立 等の自給粗飼料を主体とした低コスト育成管理技術を検討し

平２０～２２ た。
粉末乾燥初乳をＩｇＧ含量100g/ﾘｯﾄﾙに調整し、和牛子牛

への給与試験を行った。その結果、子牛の血清中ＩｇＧ濃度
は、給与後16から20時間でピークとなり、１回給与では平均
で16.2mg/ml、２回給与は24.9mg/ml、自然哺乳は52.8mg/ml
であった。１回給与でも５週後まで血中ＩｇＧ濃度10mg/ml
以上を維持し、ＩｇＧ濃度を高めた粉末乾燥初乳の利用で免
疫賦与効果が得られることを確認した。

子牛の低コスト育成管理技術では、①飼料成分においてＷ
ＣＳは、チモシーやオーツとの間に大きな差はなく、代替粗
飼料として利用可能であることが推測されること②2008年度
日本飼養標準のDG1.0kgの数字を用いて栄養充足率を計算し
たところ、対照区（チモシー区）の一部分を除いて、100%以
上で推移した③発育成績について、去勢子牛及び雌子牛とも
ＷＣＳ区とチモシー区の間に有意差は認められなかったが、
同等以上の発育を示した④給与飼料の違いによる血液性状や
疾病発生状況の変化は無かった等の試験結果を得た。

地域資源活用型ＴＭＲセンター構 飼料自給率を向上させるため、食品副産物・農産副産物・
築による飼料自給率向上システム 自給飼料を有効に利用できるＴＭＲ調製技術を検討した。
の確立 アン粕は、ＣＰが約13％、ＮＦＥが約40％であり、飼料と

平１８～２２ して有望であったので、場内で泌乳試験を実施し、農家実証
を行った。ヒマワリ搾油粕は高蛋白質、高脂肪で泌乳牛用飼
料として有望であった。

超高能力牛群造成高度利用システ 県下牛検加入酪農家の牛群改良を促進するため、当セン
ム化事業 ターで繋用する超高能力乳用牛から採卵し、雌雄判別を実施

した雌受精卵を中心に譲渡している。平成２１年度の譲渡受
平５～ 精卵は140卵(うち雌卵139卵）で受胎率47.3%である。事業開

始からの雌生産数は636頭となり、これらの牛またはその後
継牛498頭の平均乳量は10,664kgで県下平均を約千kg上回っ
ている。

また、地域に存在する優良牛からの効率的な後継牛取得を
促進するため、現地で採卵した受精卵に対して雌雄判別を39
件、50卵の性判別を実施した（判別率96%、雌率54.2%)。

肉用牛広域後代検定推進事業（育 受精卵移植技術を活用して黒毛和種優良雌牛群の整備な
種牛群整備事業） らびに種雄牛作出の効率化を図るため、当センター繋養の

優良和牛から採卵し、受精卵を譲渡している。平成２１年
平１２～ 度は、延べ52頭から596個の正常卵を回収して309卵を譲渡

（うち長崎全共用161卵）、受胎率40.5%であった。また､平
成２０年度譲渡受精卵のうち、雌子牛65頭､雄子牛46頭が生
産され、流産が25頭発生した。
この譲渡事業の中からこれまでに基幹種雄牛2頭が選抜さ

れ、6頭が待機種雄牛として検定中である。
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（和牛改良部）

試 験 研 究 課 題 成 果 の 概 要

生産性向上のための哺育育成シス 和牛繁殖経営において低コスト、省力化のため放牧が推進
テムの構築 されている。冬期間の放牧は草量の確保の面から困難である
（２）放牧と水田を組み合わせた が、冬期間の放牧期間の延長のため、水田裏作においてイタ
周年屋外飼養技術の確立 リアンライグラスの冬期放牧利用技術を検討し、あわせて稲

平２０～２２ ＷＣＳを補助飼料とした周年屋外飼養技術についても検討し
た。

水田裏を活用した冬期と早春の放牧においては、イタリア
ンライグラスの中生、晩生が有望であったが、硝酸態窒素が
高く、実用化する場合は、稲ＷＣＳ等との組み合わせが必要
である。稲ＷＣＳの制限給与では屋外給与施設としてアルミ
板で簡易な給与装置を試作したところ、軽量で取り扱いが容
易であった。

ITを活用した発情検知システムの 岡山和牛繁殖雌牛の１年１産を実現するための手法として
開発 ＩＴを活用した安価な発情分娩検知システムを検討した。

①新センサーの開発・改良
平１８～２１ 同期化による発情６回、自然発情４回の計１０回の発情デ

ータについて分析を行った。血中ホルモン動態は４回の発情
中３回センサーデータと一致がみられた。
②高度ネットワークに向けた現地実証試験

新見市哲多和牛牧場において分娩検知の現地実証試験を実
施した。１時間に１４回転以上で通知設定したところ、６頭
中５頭で分娩を検知した。
③分娩検知試験

１９頭の分娩で試験を実施した。１時間に１４回転以上で
通知設定したところ、分娩発見率は１００％となったが、誤
報率も高い割合を示した。飼料給与時間に誤報がみられるこ
とが多かった。

試験成果について、第１１１回日本畜産学会及び平成２１
年度岡山県畜産関係業績発表会で報告した。

和牛の産肉能力検定事業並びに和 和牛の雄牛について、優秀種雄牛の早期作出を行うため、
牛人工授精及び種畜改良 直接検定並びに後代検定を実施した。また、家畜人工授精の

メインセンターとして凍結精液の生産・保管・配布を行っ
昭４３～ た。

平成２１年度には１１頭の直接検定を実施し、そのうち７
頭の検定が終了し、検定成績、血統、体型及び優良遺伝子領
域の保有状況等を総合的に評価した結果、２頭を候補種雄牛
として選抜した。

また、８頭の種雄牛について後代検定を実施し､｢春糸藤」
号、「第１１実」号、「新糸藤」号の検定が終了した。

凍結精液については､新たに12,475本生産し､県内へ4,547
本配布した。

肉用牛の改良促進調査研究 岡山和牛の枝肉形質の遺伝的な改良を推進するため、BLUP
－ＢＬＵＰ法アニマルモデル 法アニマルモデルによる育種価を推定し、種雄牛並びに繁殖
による育種価評価－ 雌牛の選抜に活用した。

枝肉成績を持つ個体は21,370件であり、各形質の平均を見
平元～ ると、枝肉重量435.2kg、ﾛｰｽ芯面積52.2㎠、BMSNo.5.1であ

り、と畜月齢は28.7カ月齢であった。
育種価の判明個体数は､種雄牛が838頭､繁殖雌牛が17,359

頭の計18,197頭であった。
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（和牛改良部）

試 験 研 究 課 題 成 果 の 概 要

雌牛改良促進 岡山和牛（雌）の改良および選抜の指標とするため、子牛
市場における子牛の初期発育の調査・分析を行った。

平２１～ Ｈ１５年７月～Ｈ２０年１０月までの計11,519頭のﾃﾞｰﾀを
BLUP法アニマルモデルにより遺伝的分析実施。体高、体重の
遺伝率は0.56、0.60と高い遺伝率を示した。子牛の初期発育
に係る母牛の年齢の効果では、5才～11才までの産子でプラ
スの効果が見られた。現在、Ｈ２０年１１月～Ｈ２１年１０
月分（去勢子牛1,654頭、雌子牛1,283頭）を加え、全国和牛
登録協会に解析を依頼中である。また、子牛市場データにつ
いては、継続して蓄積している。

直接検定候補牛として３頭を生産した。優良後継雌牛とし
て５頭生産、現在育成中である。

（環境家畜部）

試 験 研 究 課 題 成 果 の 概 要

安全飼料によるストレス緩和技術 未利用となっている水産資源の家畜飼料への利用性を検討
の検討 した。原物では長期の保存に適さないため、発酵処理した物

平２０～２２ を微量養鶏飼料に混ぜ給与したところ、発酵ワカメを給与す
ることで血中の中性脂肪値が有意に低下し、コレステロール
値も低下する傾向がみられた。中性脂肪値は生体の脂肪蓄積
量と相関が高いとされており、肉用鶏で課題となっている腹
腔内脂肪の蓄積を軽減するのに有効であることが示唆され
た。

バイオマスを活用した効率的エネ 家畜ふん尿を利用したメタン発酵のエネルギー回収率向上
ルギー回収技術の研究 を図るため、有機質資源である粗製グリセリンを用い、有効

平２０～２４ 容積２Ｌのジャーファーメンタ（小型発酵槽）を利用して連
続発酵試験を行った。グリセリン添加量は豚ぷん尿投入量の
１％として連続発酵に及ぼす影響を調査したところ、グリセ
リン投入により有機物1g当たり約5%ガス発生量が増加した
が、添加に伴うｐＨ低下や発酵阻害は確認されなかった。ま
た、水素発酵によるエネルギー回収技術を検討するため、豚
ぷん尿400mlをフラスコに投入し、ｐＨを5～9に調整し24時
間55℃で振とう発酵させた結果、ｐＨ8付近で最も多く発生
したものの水素濃度は2.6％程度であった。

メタン発酵施設の実証試験については、バイオガスの発生
量が、14,477m3/年、メタンガス平均濃度63.0%、発電量は1
1,306kwh/年であった。また、消化液の浄化処理水について
は、ＢＯＤ3.0ppmと有機物は除去・分解されていたが、Ｔ－
Ｎ349.2ppm、Ｔ－Ｐ21.6ppmと高濃度に残存していた。

簡易・低コストな環境負荷ガス低 畜産農場からのメタン、亜酸化窒素、二酸化炭素、アンモ
減技術と脱臭技術の実証試験 ニア等環境負荷ガス等の簡易で低コストな抑制技術の開発を

平２０～２２ 行うため、養豚排水から発生する環境負荷ガスを調査した。
汚水の性状はＢＯＤ濃度が3,300ppmで処理水は2.5ppmと十

分な処理が行われている施設を用いた。アンモニアは、低濃
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試 験 研 究 課 題 成 果 の 概 要

度に検出され2ppm以下で推移した。亜酸化窒素と二酸化炭素
は常に発生しており、亜酸化窒素は100ppm程度まで発生し
た。また、メタンガスもわずかに発生し十分曝気されている
はずの浄化槽からも発生する可能性が示された。

石炭火力発電所から発生する石炭灰を堆肥化原料に混合し
た場合の脱臭効果を検証したところ、石炭灰を混合したこと
による堆肥化時の脱臭効果は認められなかった。また、石炭
灰の混合により、有機物の分解が持続的に促進され、対照区
よりも発酵温度が高く推移した。

給食残渣と家畜ふんを混合した堆肥製造試験を津山市と共
同で行ったところ、給食残渣の投入に伴い堆肥原料中の生ゴ
ミの比率が2.5%から3.6%に増えたが、堆肥化時に発生する臭
気に悪影響は認められなかった。また、完成堆肥の肥料成分
等に有意な変動が認められたが、堆肥の品質等に悪影響を及
ぼすレベルではなかった。

種豚改良 岡山県産豚および「おかやま黒豚」の生産を推進し、県内
の養豚振興を図るため、優良な繁殖用種豚を県外から３頭導

平元～ 入し、種子豚及び精液を生産・供給した。また、種子豚の譲
渡頭数は105頭、精液の譲渡本数は1,639本であった。

種鶏改良 「おかやま地どり」の生産性向上のため、母系原種鶏であ
るロードアイランドレッド種、横斑プリマスロック種につい

平元～ て育種改良を進めた。体重、産卵率、近赤外線による腹腔内
脂肪予測値を基準に選抜し、BLUP法アニマルモデルによる育
種価で選抜を行うとともに、多様化する消費者ニーズに対応
した地域特産品づくりの素材として、おかやま地どり24,426
羽等を譲渡した。

.
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４．技術の普及浸透

(1) 研修生・実習生の受け入れ状況

畜産の専門的技術者の養成と畜産経営者等に対する新しい技術指導を目的に畜産技術研

修制度を設け、これに基づく研修を次のとおり実施した。

研修者名等 研修名叉は研修目的 研 修 期 間 研 修 内 容

岡山理科大学 畜産技術研修 平成２１年 家畜(牛､豚､鶏)に関する先端

専門学校 ６月８日 技術の習得
学生５名 ～１２日

(2) 視察者の来所状況

当センターの視察見学者数は、生産者、畜産関係者、大学･高校･小学生など、計1,413人

であった。

表１ 月別の視察見学者数 単位：人

年 H21 H22
月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計

県内 0 545 56 40 65 6 629 40 0 30 0 0 1,411
県外 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2

計 0 545 56 40 65 6 631 40 0 30 0 0 1,413

参考：「まきばの館」入館者数 １３４，９５６人。

表２ 視察見学者内訳

区 分 内 訳 人数

専門的視察研修 生産者・畜産関係団体等 42

教育機関（大学、高校生等） 168
その他 20

一般見学 小学校 669
幼稚園・保育所 514

(3) 業務相談件数

単位：件

年 H21 H22
月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計

計
18 ７ 12 10 ８ ３ ８ ３ ３ ０ １ ３ ７６
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Ⅱ 成果の発表と広報活動
１ 研究発表

課 題 名 発 表 者 発表誌または会名 年 月

ＤＮＡマーカーを指標とした牛の育種手法の開 中藤 由紀 岡山県総合畜産センター Ｈ21.10
発に関する研究 －岡山県基幹種雄牛「花茂勝 他３名 研究報告 第１９号
２」におけるＱＬＴ領域の推定（第２報）

機能性成分を生かしたジャージー生産物の付加 平田 祐介 〃 〃
価値向上技術の開発 他２名

地域資源活用型ＴＭＲセンター構築による飼料 有安 則夫 〃 〃
自給率向上システムの確立 他２名

－モヤシ屑の飼料化技術の検討－

三種混合乳酸菌による発酵豆乳の飼料化が家禽 金谷 健史 〃 〃
の発育、整腸・免疫賦活に及ぼす効果 他６名

ジャージー種の泌乳特性の検討 山田 徹夫 〃 〃

和牛産肉能力検定（直接法：平成２０年度） 片岡 博行 〃 〃

和牛産肉能力検定（現場後代検定法 馬場 誠 〃 〃
：平成２０年度） 他２名

肉用牛の改良促進調査研究 馬場 誠 〃 〃
－アニマルモデルによる育種価の推定－ 他２名

「おかやま黒豚」種子豚の産肉能力成績 金谷 健史 〃 〃
（平成１９年度） 他３名

バークシャー産肉能力調査２ 金谷 健史 〃 〃
他４名

超高能力牛群造成高度利用システム化事業１７ 有安 則夫 岡山県畜産関係業績発表会 Ｈ22. 1
年の歩み

牛胚における透明帯切開法を用いた性判別方法 中原 仁 〃 〃
の検討

センシング技術を応用した黒毛和種雌牛の分娩 立川 優子 〃 〃
予知技術の検討

飼料用籾米給与による採卵鶏飼育技術 森 尚之 〃 〃

県有種雄牛「沢茂勝」における産肉形質に関連 中藤 由紀 〃 〃
する遺伝子領域

子牛市場における発育データと肥育成績の関連 中山 裕貴 〃 〃
について

黒毛和種育成期子牛への稲ＷＣＳを主体とした 笹尾 浩史 〃 〃
粗飼料給与技術の検討

エコフィード利用拡大への取り組み 長尾伸一郎 〃 〃

酪農排水浄化処理施設から発生する温室効果ガ 白石 誠 〃 〃
ス

Ｃｒｙｏｔｏｐを用いて超急速ガラス化保存し 小田原春菜 岡山県獣医３学会 Ｈ21. 8
た牛性判別胚の庭先移植法の検討
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課 題 名 発 表 者 発表誌または会名 年 月

おかやま地どり母系の選抜手法の違いによる改 金谷 健史 岡山県獣医３学会 Ｈ21. 8
良効果

Ｃｒｙｏｔｏｐを用いて超急速ガラス化保存し 小田原春菜 日本獣医３学会（中国） Ｈ21.10
た牛性判別胚の庭先移植法の検討

センサーによる発情検出システムの検討 立川 優子 日本畜産学会第111回大会 Ｈ21. 9

２ 技術解説

題 名 執筆者 資料または発表誌名 年 月

和牛肉の脂肪酸組成について（その２） 片岡 博行 岡山畜産便り H21．４

主な試験研究課題の紹介 山田 徹夫 〃 H21．5･6

水畜連携、マリンサイレージで脱メタボ大作戦 金谷 健史 〃 H21．７

受精卵の新しい凍結方法とその有用性について 小田原春菜 〃 H21．８

和牛子牛の人工哺乳にチャレンジしてみませんか？ 笹尾 浩史 〃 H21．９

平成２０年度牛群検定から 有安 則夫 〃 H21．10

自然の中でのびのび育て「おかやま黒豚」 滝本 英二 〃 H21.11･12

稲発酵粗飼料を使いこなそう！～利用のポイント～ 高崎 緑 〃 H22．１

分娩事故ゼロを目指して－センシング技術を活用 立川 優子 〃 H22．２
した和牛の分娩予知について－

粉末化で地域資源活用－ホエイ・牛肉エキスの粉 平田 祐介 〃 H22．３
末化－

食品残さの飼料化を進めるためには 山田 徹夫 いきいき家畜衛生ネット 第８６号
－アンケートから見える現状と課題－

いまこそ耕作放棄地への放牧を！ 木曽田 繁 〃 第８７号

汚水処理は微生物の管理がポイント 滝本 英二 〃 第８８号

稲発酵粗飼料を使いこなそう！ 高崎 緑 〃 第８９号

３ その他

広 報 内 容 発 表 先 年月日

搾乳体験「あったか～い」 山陽新聞 H21. 5.26
親子ら動物と触れ合う

美咲・まきばの館

鮮やかラベンダー 岡山・美咲 まきばの館 山陽新聞 H21. 6.24

雨あがり癒しの香り 読売新聞 H21. 6.29
美咲ラベンダー２，０００株見頃

県内６校生徒が肉牛審査 毎日新聞 H21. 6.25
最優秀に遊長君（瀬戸南高）
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広 報 内 容 発 表 先 年月日

鍛錬した腕前を披露 津山朝日 H21. 7. 2
県牛削蹄競技会 県内外から参加７名

総合センター新設 山陽新聞 H21.10.22
県の農林水産６機関統廃合

乳清せっけん商品化「無添加肌すべすべに」 朝日新聞 H21.10.24
地元ﾁｰｽﾞ工房の副産物活用 岡山西商工会女性部

美咲で和牛研修会 山陽新聞 H21.11.15
種雄牛など見学・飼育相談や講演

ワカメで鶏のメタボ解消 農業新聞 H21.11.21

乳酸菌発酵させ給餌、飼料コスト低減も期待

内臓脂肪減を実証 山陽新聞 H21.11.22

発酵ﾜｶﾒ混ぜた肉用鶏試験給餌 飼料削減に期待

「千屋牛物語」候補が完成

新見会議所開発統一ブランド 順次発売へ 山陽新聞 H21.11.15

千屋牛エキス粉末化 県総合畜産センター

備北民報 H22. 1.28

和牛放牧し放棄地解消

岡山で近畿中国四国農業研究ｾﾝﾀｰ成果報告ﾌｫｰﾗﾑ

山陽新聞 H21.12.12

津山家保など県代表に

岡山県で畜産業績発表会

農業新聞 H22. 1.19

岡山県産卵や鶏肉食べて

池田動物園でフェア 山陽新聞 H22. 3.14

和牛の分娩兆候感知

岡山県畜産センターがシステム開発 山陽新聞 H22. 3.14
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Ⅲ 総 務
１ 沿 革

明治３７年 ６月 岡山県種畜場開場（現在の岡山市京山）

大正１０年 ６月 岡山県種畜場千屋分場開場

大正１２年１０月 養鶏業務開始

昭和１２年１２月 岡山県種畜場千屋分場を，岡山県千屋種畜場として独立これに伴い岡山県

種畜場は，岡山県岡山種畜場と改称

昭和２２年 ４月 岡山県津山畜産指導農場開場（その後津山畜産農場と改称）

昭和２４年１１月 岡山種畜場を御津郡牧石村三軒屋（現在の岡山市宿）に移転

昭和３１年 ４月 養鶏，酪農，和牛の三試験場発足岡山県養鶏試験場は，岡山市平田に開設

昭和３４年 ４月 酪農試験場蒜山分場開設

昭和３７年 ４月 酪農試験場養豚業務開始

昭和４２年１０月 和牛試験場，大佐町（現在の新見市大佐）へ移転

昭和４７年 ４月 養鶏試験場，御津町（現在の岡山市御津）へ移転

平成 元年 ４月 養鶏，酪農，和牛各試験場を再編整備し，岡山県総合畜産センターを開設

岡山県公共育成センター，岡山県畜産経営環境技術センター，岡山県立農

業大学校旭分校及び農林部普及園芸課旭地方専技室（現在は農業総合セン

ター技術普及課旭分室）併設

平成 ３年 ３月 大佐支所閉所

平成 ３年 ４月 大佐支所を本所に統合

まきばの館開所

平成１８年 ３月 農業総合センター技術普及課旭分室 本課へ統合

２ 位置及び交通
久米郡美咲町北２２７２
ＪＲ津山駅より西２５ｋｍ，中国自動車道院庄ＩＣから西２２ｋｍ，落合ＩＣから東２５ｋｍ、

米子自動車道久世ＩＣから１１ｋｍの美咲町の西北端標高４３７ｍに位置する。

３ 地 積 （単位：ha）

建 物 敷 地 草地・放牧地 飼 料 畑 そ の 他 計

１７．７ ４９．１ ９．９ ８７．０ １６３．７

４ 公有財産
建 物

建物番号 名 称 面 積 ｍ２ 建物番号 名 称 面 積 ｍ２

１ 研究管理棟 1,980.00 15 職員公舎（家族用） 64.00

２ 車 庫 166.65 16 職員公舎（家族用） 64.00

３ ガス庫（特殊ガス） 17.50 17 職員公舎（家族用） 64.00

４ 機械室棟 165.00 18 職員公舎（家族用） 49.00

５ 電気室 98.00 19 職員公舎（家族用） 49.00

６ ガス庫 13.50 20 職員公舎（家族用） 49.00

７ 研修館 495.72 21 事務所 92.75

８ 畜産物加工室 390.00 22 収納舎 401.39

９ 研修寮 813.20 23 給油庫 6.48

10 職員公舎（独身用） 732.60 24 農機具庫 262.66

11 職員公舎（独身用） 732.60 25 農機具庫 203.00

12 ガス庫 13.50 26 ガラス庫 50.00

13 浄化槽棟 111.37 27 ボイラー庫 9.00

14 職員公舎（家族用） 64.00 28 幼すう舎 109.30
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建物番号 名 称 面 積 ｍ２ 建物番号 名 称 面 積 ｍ２

29 中すう舎１号舎 84.46 70 乳用牛試験牛舎 620.49

30 中すう舎２号舎 84.46 71 衛生舎 138.70

31 大すう舎１号舎 276.84 72 肉用牛試験牛舎 939.80

32 大すう舎２号舎 276.84 73 哺育牛舎 494.63

33 大すう舎３号舎 276.84 74 堆肥舎，糞乾燥施設 2,212.50

34 大すう舎４号舎 276.84 75 病理検査室 125.14

35 育成鶏舎(ｳｲﾝﾄﾞﾚｽ) 211.00 76 牛衡場 27.84

36 ふ卵舎 194.40 77 トラックスケール場 53.36

37 自家発電機室 49.40 78 倉庫，飼料庫 81.00

38 生産物処理室 181.20 79 事務所 79.49

39 事務所 132.49 80 電気室 37.50

40 放飼舎 150.00 81 車 庫 58.00

41 機械格納庫 222.04 82 試験豚舎 145.80

42 飼料倉庫 194.51 83 繁殖豚舎 471.08

43 ズートロン 129.18 84 分娩子豚育成豚舎 392.62

44 成鶏１号舎 332.10 85 肥育・後代検定豚舎 504.00

45 成鶏２号舎 332.10 86 直接検定豚舎 224.776

46 成鶏３号舎 332.10 87 地域特産豚舎 153.90

47 成鶏４号舎 251.50 88 検疫豚舎 40.320

48 成鶏５号舎 533.99 89 糞尿醗酵処理施設 625.90

49 成鶏６号舎 533.99 90 肥育牛舎 254.050

50 成鶏７号舎 619.20 91 間接検定牛舎 888.70

51 成鶏８号舎 524.81 92 直接検定牛舎 738.440

52 特用家禽舎 231.00 93 種雄牛舎 999.42

53 糞醗酵乾燥施設 493.56 94 作業舎 39.740

54 解剖室 47.25 95 精液採取保管室 205.33

55 事務所 251.35 97 繁殖牛舎Ｂ 162.00

56 車 庫 49.68 98 繁殖牛舎Ｃ 608.63

57 農機具庫 129.60 99 農機具庫（第３） 177.50

58 特用畜舎 192.15 100 避難舎（第１放牧場） 72.00

59 育成牛舎 524.76 101 避難舎 72.00

60 電気室 37.50 102 飼料庫 30.03

61 収納庫 193.00 103 堆肥舎 4.96

62 受精卵処理室 207.60 104 レストラン棟 803.68

63 供卵牛舎 418.81 105 厩 舎 212.00

64 消化試験牛舎 367.71 106 クラブハウス 103.90

65 肥育牛舎 504.56 107 種雄豚舎 137.80

66 観察牛舎 181.50 108 堆肥舎 878.00

67 気密サイロ棟 114.40 109 機械室 38.00

68 後代検定牛舎 804.61 110 コジュネ装置格納庫 17.00

69 牛乳処理室 35.10 111 脱水ケーキ排出場 14.00
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工 作 物

名 称 構 造 個 所 数

自転車置場 Ｓ造 平屋建 スレート葺 １

焼 却 炉 Ｓ造 平屋建 カラーベスト葺 １

水道施設 浄水場，配水タンク，取水池 １

洗 車 場 ＲＣ造 １

気象観測装置 １

器具洗場 ＲＣ造 ２

ゲート消毒装置 ＲＣ造 １

汚水浄化処理施設 ＲＣ造 ２

屋外便所 ＦＲＰ造 ２

マイクロゲート ＲＣ造 １

テレビ共聴施設 １

牛尿処理施設 ＲＣ造 スラリータンク １

破砕機(受入ホッパ) コンクリート １

攪拌機(受入混合層) １

焼 却 炉 Ｓ造 平屋建 スレート葺 ３

池井（集水井戸） コンクリート造 ４

土壌，植物濾床 Ｓ造 ビニールハウス １

豚出荷台 ＲＣ造 １

汚泥ポンプ １

種雄牛繋場 １

種雄牛運動機 １

井戸（打木沢） １

井戸（友重） １

井戸（第１放牧場） １

車両用スロープ コンクリート造 １３

受水槽（第２放牧場） ＲＣ造 １

ダニ駆除施設 鉄製枠造 ２
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５ 職員の状況
(1) 行政組織

総 務 課 会計、庶務、施設管理 ６名

経営開発部 企画、情報、乳肉加工、先端技術 ７名
６６名

総合畜産センター 大 家 畜 部 乳用牛、受精卵供給、草地、飼料 １６名

所長
次長（事務） 和牛改良部 和牛種畜改良、肉用牛 １８名
次長（技術）

環境家畜部 環境、養豚、養鶏 １６名

公共育成センター （併設）

畜 産 経 営 環 境 （併設）
技 術 セ ン タ ー

農業大学校旭分校 （併設）

(2) 定数現員対照表

職名別 吏 員 そ の 他 左記以外のもの

技術員 技術員 合計 日 々 非常勤 備 考
区 別 事務 技術 計 (畜産) 計 雇 用 職 員

定 員 ７ ２９ ３６ １ ２９ ３０ ６６ ０ ０

現 員 ７ ２９ ３６ １ ２９ ３０ ６６ ０ ０

過(△)不足 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０



      ６　予算及び決算

（１）平成２１年度一般会計歳入決算書

　単位：円

款 項 目 節 調定額 収入済額

使用料及び手
数料

使用料 総務使用料 土地使用料 192,084 192,084

財産運用収入 財産貸付収入
県公舎貸付収
入

1,918,000 1,918,000

不用品売払収
入

1,050 1,050

畜産試験場生産品
及び畜類売払収入 145,858,638 145,858,638

受託事業収入
農林水産業費
受託事業収入

畜産試験場費 12,624,818 12,624,818

雑入 雑入 雑入 163,642 163,642

160,758,232 160,758,232

（２）平成２１年度一般会計歳出決算書

　単位：円

款 項 目 予算額 支出済額 残額

人事管理費 375,571 375,571 0

財産管理費 192,215 192,215 0

企画費
企画振興関係地域
活性化・経済危機
対策事業費

394,049 394,049 0

労働費 労政費
緊急雇用対策
事業費

2,257,138 2,257,138 0

農業総務費 1,726,510 1,726,510 0

農林水産関係緊急
経済・雇用対策事
業費

12,090,750 12,090,750 0

畜産振興費 20,812,207 20,812,207 0

家畜保健衛生
費

1,455,043 1,455,043 0

畜産試験場費 242,520,000 242,500,300 19,700

281,823,483 281,803,783 19,700

諸収入

財産売払収入 物品売払収入

合計

合計

総務費
総務管理費

農林水産業費

農業費

畜産業費

財産収入

- １５ -
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７ 職員の研修

研 修 名 受 講 者 受 講 期 間

（独）農業・食品産業技術総合研究機構 水木 剛 Ｈ２２．３．１８～ ３．１９

食品総合研究所第６６回食品技術講習会

（第２６回近赤外講習会）
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Ⅳ 業 務

１ 乳用牛飼養管理の概要

飼料給与方法は、トウフ粕、醤油粕等の食品副産物を用いたＴＭＲ給与をベースにし、乳量、

泌乳ステージ等を考慮し自動給餌機による濃厚飼料の給与を行っている。また、センター内の

パドック、放牧場を有効に活用し牛の健康管理に努めた。改良については日本ホルスタイン登

録協会の牛群審査を受検するとともに、牛群検定に加入し、体型審査結果並びに牛群改良情報

をもとに年次的な交配計画をたて、優良牛の生産を進め計画的な更新を図った。

超高能力牛群造成高度利用システム化事業を積極的に推進するために、平成５年から平成９

年に導入した超高能力牛及びその後継牛に対し飼養管理等充分留意し、受精卵の採卵に努める

とともに、超高能力牛の雌受精卵を酪農家に供給した。



- 18 -

（１）乳用牛の移動状況 （頭）

年度始 受 入 払 出 年度末

品 種 ・ 区 分

頭 数 生 産 購 入 移 動 計 譲 渡 死 亡 移 動 計 頭 数

ﾎﾙｽﾀｲﾝ種成雌牛 ５５ １ １７ １８ ９ １ １０ ６３

〃 育成牛 ２１ ２ １４ １６ １７ １７ ２０

一

〃 雌子牛 ６ １５ １５ １ １４ １５ ６

般

〃 雄子牛 １ ９ ９ ９ １ １０ ０

試

ジャージー種成雌牛 ４ 1 １ ２ ２ ３

験

〃 育成牛 ２ 1 １ １ 1 ２

牛

〃 雌子牛 １ １ １ １ １ １

〃 雄子牛 ０ ０

和牛・Ｆ1種

そ 雌子牛 ０ ５ ５ １ ２ ３ ２

の

他 〃

雄子牛 １ １１ １１ ３ ３ ３ ９ ３

計 ９１ ４１ ３ ３３ ７７ ２４ ６ ３８ ６８ １００
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（２）牛乳の生産と処理

（kg）

生産乳量 工場売払 試験用 加工試験 その他 無償払下 処分量計

409,350.3 405,564.1 51.2 0.0 3,735.0 0.0 409,350.3

（３）超高能力牛群造成高度利用システム化事業

（回、卵数）

採卵回数 正常卵数 (内Aﾗﾝｸ) 譲渡卵数 所内利用 試験用 廃棄卵数 無償払下

６９ ３８２ ３５８ １４０ ４５ １８９ ２９ ０

昨年度からの繰入れ量 １５０卵

次年度への繰越し量 １４７卵

譲渡卵１４０卵の内、性判別雌卵が１３９卵

（４）牛の受精卵の雌雄判別（手数料）

（回、卵数）

受 入 判 別

回 数 卵 数 卵 数

３９ ５０ ５０

（５）各共進会への出品

（頭）

開催年月 共 進 会 名 頭 数 成 績

平成21年4月 中国地区ﾌﾞﾗｯｸ＆ﾎﾜｲﾄｼｮｳ ２ １等首席 （未経産） １

１等５席 （未経産） １

4月 中部日本ﾌﾞﾗｯｸ＆ﾎﾜｲﾄｼｮｳ １ ２等首席 （未経産） １

9月 おからく津山支所乳牛 １ ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ （経産） １

共進会

10月 畜産共進会 １ 優等４席 （経産） １

平成22年3月 おからくｽﾌﾟﾘﾝｸﾞｼｮｳ・ｼﾞｭﾆｱ ３ １等首席 （カーフ） １

ｼｮｳ ﾘｻﾞｰﾌﾞﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ（未経産）１

ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ （経産） １
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２ 和牛飼養管理の概要

種雄牛については、産肉能力検定（直接検定、現場後代検定）を実施し、経済形質の

の育種価が高い種雄牛を計画的に作出することに努めた。また、種雄牛の精液生産と県

内農家への配布を行った。

繁殖牛は、それぞれ試験研究及び事業計画に基づいて飼養管理を行った。

周年屋外飼養技術の確立のため、公共育成センター放牧場において秋季備蓄草地と稲

WCSを組み合わせた冬期放牧を行い、年間を通じた成牛の放牧を行った。また、低コス

ト生産をめざした繁殖技術の向上及び子牛の哺育育成、飼養管理技術について検討する

とともに、ITを活用した新しい発情検知システムの開発に取り組んだ。

また、雌牛改良促進のため、岡山系雌牛の計画的な交配により系統の固定化を進め、

優良牛の生産と系統牛の保留に努めるとともに、場内及び子牛市場において定期的に体

測を行うことで産子の発育状況を調査した。

供卵牛は、正常卵率の向上、また、受卵牛については、高受胎率となるように細心の

注意を払い、牛舎に隣接したパドック及び放牧場に出して運動させ、削蹄及び牛舎消毒

は定期的に行った。

（１）和牛の移動状況

前期 現在

頭数 生産 購入 編入 転入 売却 斃死 編出 転出 頭数

成　　牛 雌 77 10 21 66

育 成 牛 雌 9 11 10 10

肥 育 牛 雄･雌 0 0

子　  牛 雌 33 36 2 13 11 13 34

子　  牛 雄 27 29 11 1 21 23

計 146 133

成　　牛 雌 20 4 2 1 25

育 成 牛 雌 2 2 0

肥 育 牛 雄･雌 0 0

子　  牛 雌 0 0

子　  牛 雄 0 0

計 22 25

成　　牛 雌 97 4 12 22 91

育 成 牛 雌 11 11 12 10

肥 育 牛 雄･雌 0 0

子　  牛 雌 33 36 2 13 11 13 34

子　  牛 雄 27 29 11 1 21 23

総計 168 158

合計

区　　分 性
受　　　　入

雌牛改良促進

雌牛改良促進(供卵
牛）

払　　　　出
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２）凍結精液受け払い状況 （本）

注意：購入には調整交配のための県外精液を含む

３）精液売り払い状況 （本）

（３）ジーンバンク受精卵保存内容 （個）

（４）優良雌牛利用対策事業受精卵譲渡内容 （個）

平成20年 平成22

度からの 生産 購入 計 破損 県内 県外 所内 試験 廃棄 計 年度へ

繰り入れ 交換 売払 売払 利用 利用 繰　越

90,868 12,475 0 12,475 0 4,547 0 526 190 5,364 10,627 92,716

受　　　　　入 払　　　　　　　　　　　　　　　　　　出

区分 西大寺 備南 びほく 津山 県外 合計
利花 5 20 175 20 0 220

沢茂勝 62 67 471 1,322 0 1,922
勝福茂 0 5 57 20 0 82
花茂勝2 40 80 170 242 0 532
第５北盛 5 0 15 30 0 50
西花８ 10 0 169 90 0 269
平鶴 5 0 0 5 0 10
茂洋 0 0 0 5 0 5
糸藤 0 0 2 4 0 6
西勝 5 0 0 0 0 5

利幸土井 0 0 5 0 0 5
第27石原 0 0 5 0 0 5
新糸藤 7 70 19 429 0 525
新初英 0 120 25 660 0 805
銀嶺 0 0 0 6 0 6

勝真太 0 0 0 20 0 20
第11実 0 0 0 20 0 20
美盛光 10 0 0 0 0 10
新祝詞 0 0 0 50 0 50
合計 149 362 1,113 2,923 0 4,547

平成20年度 受入 平成22年度

から へ

繰り入れ 繰り越し

775 0 0 0 0 0 0 775

払　　　出

正常卵数 売払卵数 所内使用 試験用 廃棄 計

平成20年度 受入 平成22年度

から へ

繰り入れ 繰り越し

497 596 148 18 4 161 61 392 701

廃棄 計

払出

正常卵数 売払卵数 無償譲渡所内使用 試験用
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３ 豚の飼養管理の概要

繁殖豚の更新のため、北海道 大坪種豚場からバークシャーの雄１頭、雌２頭を導入した。また、自家育

成豚の中から、優良なバークシャー種を選抜し繁殖豚を更新することで、優良な種子豚を安定的に供給し

「おかやまポーク」並びに「おかやま黒豚」の生産に努めた。

また、岡山県豚精液供給センターとして県内の繁殖農家の要請に応じて人工授精用の豚精液を供給した。

（１）豚の移動状況 単位：頭

性 年度始 受 入 頭 数 払 出 頭 数 年度末

種・区分 頭 数 頭 数

別 生産 編入 購入 計 譲渡 編出 死亡 計

繁 バークシャー種 ♂ 13 4 1 5 2 6 8 10

殖 〃 ♀ 27 4 2 6 4 4 29

用 デュロック種 ♂ 8 5 5 2 2 11

登 〃 ♀ 9 8 1

録

豚 小 計 ♂ 21 9 1 10 2 8 10 21

♀ 36 4 2 6 12 12 30

試験豚及び子豚 ♂ 141 219 219 227 63 281 70

♀ 173 199 199 251 31 278 90

小 計 314 418 418 478 94 559 160

合 計 371 418 13 3 434 490 102 594 211

注）試験豚及び子豚の譲渡欄には種畜の譲渡頭数を含む。

（２）種畜及び精液の譲渡状況

１）種畜の譲渡状況 単位：頭

譲 渡 頭 数

品 種

♂ ♀ 計

バークシャー種 6 83 89

デュロック種 16 0 16

計 22 83 105

２）精液の譲渡状況 単位：本

品 種 譲 渡 本 数

バークシャー種 223

デュロック種 1,416

計 1,639
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４ 鶏の飼養管理の概要

種鶏改良事業は、高品質肉用鶏「おかやま地どり」の母系種鶏として用いる卵肉兼用種２品種に

ついて、それぞれ閉鎖群育種理論に基づいて、生体重、産卵率、腹腔内脂肪量を基準に育種価によ

り選抜を行い、系統保存と能力向上につとめた。

また、県民への鶏飼育の啓蒙・普及を図るため、卵肉兼用種の雛および種卵を供給した。

おかやま地どり素雛供給事業では、その素雛の安定供給を図った。

試験研究に用いた試験鶏の管理は、それぞれの試験設計に基づく飼養管理を行い、研究成果の向

上に努めた。

(1)飼養種禽の種類及び移動状況

1)種禽の種類

種 類 品 種 導入年 導 入 状 況 特 徴

鶏 横斑プリマスロック 1974 福岡種鶏、佐賀鶏試から導入 卵肉兼用、肉質良

1996 兵庫牧場から雄を導入

ロードアイランドレッド 1979 高田ロード園（岡山県）から導入 卵肉兼用

1995 兵庫牧場から雄を導入 濃褐色卵殻

２）家禽の移動状況 単位：羽

雄 年度 受 入 羽 数 払 出 羽 数 年度末

区 分 雌 当初 ｾﾝﾀｰ 死亡 羽 数

育成 購入 計 譲渡 供試 淘汰 計

♂ 8 0 0 0 1 0 7 8 0

卵 用 種 ♀ 271 377 0 377 233 0 72 305 343

計 279 377 0 377 234 0 79 313 343

♂ 0 284 0 284 109 0 43 152 132

卵肉兼用種 ♀ 185 862 0 862 587 157 3 747 300

計 185 1,146 0 1,146 696 157 46 899 432

♂ 559 403 20 423 0 0 742 742 240

肉 用 種 ♀ 1,349 743 0 743 420 0 621 1,041 1,051

計 1,908 1,146 20 1,166 420 0 1,363 1,783 1,291

♂ 567 687 20 707 110 0 792 902 372

雌 雄 計 ♀ 1,805 1,982 0 1,982 1,240 157 696 2,093 1,694

合 計 2,372 2,669 20 2,689 1,350 157 1,488 2,995 2,066

(2)種卵のふ化及び雛の処理状況 単位：個、羽

区 分 ふ 化 成 績 雛 の 利 用 状 況

入卵個数 ふ化羽数 ｾﾝﾀｰ育成 初生雛 淘汰羽数

餌付羽数 譲渡羽数

卵 用 種 976 735 377 0 358

鶏 兼 用 種 2,046 1,711 1,146 0 565

肉 用 種 48,758 34,052 1,146 24,426 8,480

合 計 51,780 36,498 2,669 24,426 9,403

(3)卵の生産及び処理状況 単位：個

区 分 前年度 生産個数 購入 払 出 状 況 次年度

の繰越 個数 譲 渡 入 卵 供 試 廃 棄 へ繰越

種 卵 5,249 53,790 1,350 235 51,780 30 0 8,344

鶏 食 卵 4,471 370,432 0 357,482 0 1,358 9,515 6,548

全壊卵 0 8,059 0 0 0 0 8,059 0

合 計 9,720 432,281 1,350 357,717 51,780 1,388 17,574 14,892
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５ 飼料作物の栽培及び草地の維持管理

飼料作物は、夏作はトウモロコシ及びスーダングラスを作付けし細断型ロールベーラで調製

している。冬作はイタリアンライグラスを主体に作付けしている。 永年牧草は、オーチャード

グラス主体の混播牧草を栽培し、ロールベールサイレージに調製している。圃場管理は、トウモ

ロコシ、スーダングラス、イタリアンライグラスを作付けする時に、堆肥を投入し、土作りを行

っている。永年牧草は、一部管理の簡易なリードカナリーグラスを作付けした。

放牧場は、約20ｈaで山地の地形を生かしたもので、主として繁殖和牛が利用している。

（１）主要農機具（県有）

農 機 具 名 台 数 備 考

ト ラ ク タ ー ７ ＭＦ185，ＭＦ174-4，ＭＦ135，ＭＦ240，ＨＦ7610，

カウンティ×２

ハ ロ ー ３ 728ＭＦ，ＭＦ２８型，デスク型

ロ ー タ ー ベ ー タ ３ ＬＡ1200(ﾆﾌﾞﾛ)，ＫＡ201(ｺﾊﾞｼ)，ＫＳＤ263(ｺﾊﾞｼ)

ラ イ ム ソ ア １ ＴＬＳ－３００Ａ型（スター）

ブ ロ ー ド キャスタ ３ ＰＳ402（ﾋﾞｺﾝ），ＰＳ－805（ﾋﾞｺﾝ），ＭＢＣ40ワイ

ドワイド

コ ー ン プ ラ ン タ １ ＴＰ４６（コビントン）

カ ル チ パ ッ カ １ タカキタ

ロータリーモーア １ ＭＦ５１

モーアコンディショナ ２ ＫＭ１６５，ＦＣ２５０Ｇ（クーン）

アクロバットレーキ １ ホイル型４連

ディスクハロー １ ＭＦ２８

モ ー ア ２ レシプロ型，ロータリー型

フ ァ ー ム ワ ゴ ン ２ ３ｔ積み

ﾌｫ-ﾚ-ｼﾞﾊｰﾍﾞｽﾀ １ シリンダ型

ロ ー ル ベ ー ラ １ ＲＯＬＬＡＮＴ２５０（クラース）

細断型ﾛｰﾙﾍﾞｰﾗ １ ＭＲ－８１０

マニュアローダ １ ＭＦ３５－７

ブームスプレイヤ １ ＭＴＭ１０００ハーディ

マニュアスプレッタ ３ ＤＦ３０００デリカ

バキュムカー １ スターＴＶＣ２５００

ロールベール解体機 １ ＫＤ８２５（クバナランド・キッド）

レーキ １ ＧＡ７３０１（クーン）

プラウ １ ＶＤ９５（リバーシブル型，３連）（クバナランド）
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（２）牧草、飼料作物の生産と利用仕向

（単位：ｔ）

作 物 名 実面積(a) 生草量 ｻｲﾚｰｼﾞ用 備 考

混 播 牧 草 1,371 453.2 453.2 ｵｰﾁｬｰﾄﾞｸﾞﾗｽ ﾘｰﾄﾞｶﾅﾘｰｸﾞﾗｽ

ｲ ﾀ ﾘ ｱ ﾝ ﾗ ｲ ｸ ﾞ ﾗ ｽ 988 396.0 396.0 普通種

ﾄ ｳ ﾓ ﾛ ｺ ｼ 696 247.8 247.8

スーダングラス 488 122.8 122.8 ﾍｲｽｰﾀﾞﾝ

牧 草 地 2,179 放牧利用 － 第1、第2放牧場、10号ほ場

計 5,722 1,219.8 1,219.8

（３）貯蔵飼料の生産量

（単位：ｔ）

材 料 名 生産量 生草量 備 考

混 播 牧 草 164.8 453.2 ﾛｰﾙﾍﾞｰﾙ

ｲ ﾀ ﾘ ｱ ﾝ ﾗ ｲ ｸ ﾞ ﾗ ｽ 144.0 396.0 ﾛｰﾙﾍﾞｰﾙ

ﾄ ｳ ﾓ ﾛ ｺ ｼ 247.8 247.8 細断型ﾛｰﾙﾍﾞｰﾙ

スーダングラス 55.7 122.8

計 612.3 1,219.8
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Ｖ 公共育成センター

１ 事 業

優良家畜の繁殖、育成及び譲渡を行い、畜産農家の経営安定を図るために、優良牛放牧

育成事業、飼料作物の栽培、草地の維持管理に必要な事業を実施した。

区 分 事 業 量 備 考

優良牛放牧育成 ５５頭 肉用牛２０頭，乳用牛３５頭

飼料作物の栽培面積 11.30ｈa 飼料作物（ﾄｳﾓﾛｺｼ・ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ）

草 地 面 積 58.98ｈa 第1及び第2放牧場、1号～21号ほ場（6

号を除く）

２ 建物施設及び機械

総合畜産センター内に保有する施設のうち、公共育成センターの建物施設及び機械は次

のとおりである。

（１）建物施設

区 分 数 量 面 積 内 容

家畜保護施設 育成舎 524.7㎡

避難舎 ３棟 2269.1㎡ 成牛舎（後代検定） 804.6㎡

成牛舎（肉用牛） 939.8㎡

家畜保護施設

看視舎 ３棟 147.0㎡ ４９×３＝１４７．０

飼料貯蔵施設

収納庫 １棟 193.0㎡ 収納庫

サイロ １基 ２００ｍ３

農 具 庫 ２棟 465.6㎡ 第１農機具庫 262.6㎡

第２農機具庫 203.0㎡

家畜保護施設 ４棟 194.59㎡ 避難舎 ３棟 Ｈ２年度 １棟 87.6㎡

堆肥舎 １棟 Ｈ３年度 ３棟 106.99㎡

衛生管理施設 ２棟 ダニ駆除用薬剤散布施設
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（２）主要機械

品 名 台数 型 式 備 考

トラクター ３ MF3090-4、MF240、MF1042 団草

ファ－ムダンプ 62 １ 三菱ﾌｧ-ﾑﾀﾞﾝﾌﾟ（２t積み） 〃

ショベルロ－ダ 63 １ 三菱WS500 52PS(ﾊﾞｹｯﾄ容量0.8m３） 〃

フルトレ－ラ 63 １ DK10D２型ﾃﾞﾘｶ（２t積み） 〃

グラスシ－ダ 63 １ SSPT-961型ﾌﾞﾘﾘｵﾝ（作業幅2.5m） 〃

レシプロモア 63 １ BM1102型ブサテス 〃

モーアコンディショナ 63 １ FC250ｸｰﾝ(作業幅2.5m) 〃

テッダレ－キ 63 １ ﾘﾘ-ﾛ-ﾀｽ300型（ジャイロ式） 〃

フォ－レ－ジハ－ベスタ 62 １ ﾌｪﾗﾎﾞﾘ-976型（シリンダ型） 〃

フラップコント－ルキット付 〃

テッピングワゴン 62 １ TWS-651L（8.5m３容量） 〃

アンロ－ディングボックス62 １ UBT－5420型 〃

ヘイベ－ラ 63 １ MF4型（作業幅1.75m） 〃

ベ－ルワゴン 63 １ YBS型吉田鉄工（３０梱包用） 〃

ベ－ルローダ 63 １ SPW-100型 〃

マニュアスブレッタ 63 １ DXT3300型デリカ 〃

フロントロ－ダ 63 １ MFL55A 〃

洗 車 機 63 １ HW1105-1 〃

スラリ－レインスタ－ 63 １ RYOKUSANN65-250DS,BS65 〃

ベ－ルハンドラ－ １ MB160 畜総

テ ッ ダ １ GF6031ｸｰﾝ（６連作業幅6.3m） 〃

ロ－ルベ－ラ １ RF1200C 〃

注) 備考欄は対象補助事業名の略号で示す。
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Ⅵ 畜産経営環境技術センター

１ 事 業
畜産経営の合理化及び経営環境の保全を図るため、家畜飼養に起因する環境汚染防止技術並びに

家畜ふん尿処理技術を開発し、実証及び普及啓蒙に努めた。

(1) ふん尿処理利用状況
排出された家畜ふん尿は、各ゾーンに設置されているふん尿処理施設で処理し、土地還元を図

った。また、地域から排出される生ゴミとの混合堆肥化による地域有機質資源リサイクルの構築
を目的に、大家畜ゾーン内に設置したスクープ型堆肥舎を使用し、美咲町（旭地区）及び近隣事
業所から生ゴミを受け入れ、堆肥化を行った。なお、大家畜ゾーンにおける堆肥化施設及び堆肥
舎の管理運営は(社)岡山県畜産公社に委託した。

家畜別生ふん量及び堆肥生産・利用量（単位：ｔ）

区 分 生ふん量 堆肥生産量 堆肥利用量

大家畜ゾーン（牛ふん） 2,264.9
〃 （生ゴミ） 87.9 1,659.0 686.0

養鶏ゾーン （鶏ふん） 21.4
養豚ゾーン （豚ぷん） 85.5 45.0 45.0

合 計 2,459.7 1,704.0 731.0

(2) 畜産環境汚染防止業務実施状況
家畜ふん尿処理利用に伴う環境汚染防止のため、センター内調整池の水質検査を実施したとこ

ろ特に問題は認められなかった。

水質調査件数

項目 pH EC COD BOD SS 大腸菌 T-N T-P

件数 11 11 11 11 11 11 11 11

(3) 畜産環境汚染防止技術の開発、実証展示及び普及啓蒙
循環型社会の構築を目指し、豚ぷん尿と地域から排出される生ゴミを利用した畜産バイオマス

利活用実証展示施設において、電気や熱のエネルギー回収技術や消化液処理技術の実証試験を行
った。さらに、スクープ型堆肥化施設においても、家畜ふんと生ゴミを使った混合堆肥化による
実証調査を行い、地域内における有機質資源の循環システム確立を図った。また、両施設とも積
極的に視察者を受け入れることにより、資源循環に対する普及、啓発が図られた。

２．施設及び機械
総合畜産センターが保有する施設の内、畜産経営環境技術センターに係わる施設及び機械は次
の通りである。

(1)施設

位 置 名 称 棟 数 面 積

大家畜ゾーン スクープ型堆肥化施設 1式 878.0m２

ふん乾燥施設 1式 1,470.5m２

堆肥舎 1式 869.0m２

汚水処理施設 1式 355.7m２

家畜焼却場 1式 126.8m２

養豚ゾーン 汚水処理施設 1式 130.8m２

ふん発酵施設 1式 625.9m２

植物濾床 1式 480.0m２

養鶏ゾーン 乾燥処理施設 1式 493.6m２

汚水処理施設 1式 365.9m２
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(2)作業機

機 器 名 保有数 型 式

畜ふん運搬車 3 ２トントラック（4WD、ステンレスボディ）
牛ふん切り返し機 2 ホイルローダー（WS210、65Z2）
豚ぷん切り返し機 2 ホイルローダー（WS-200A、ｼﾞｮﾌﾞｻﾝ2SDK-6）
豚ぷん運搬車 1 軽４ダンプトラック（4WD M-DB71T）
トラックタンカー 1 バキュームカー（4WD ４トン車）
動力運搬車 2 ４輪式ステンレスボディー（4WD）
鶏ふん切り返し機 2 ホイルローダー（WA-20-1、WA20-2E）
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Ⅶ 農業大学校旭分校

県立の農業大学校旭分校として、畜産課程１０名の教育を行った。

期 間 専攻 氏 名 出 身 校

H21.4 岡村 輝之 岡山県立興陽高等学校

～H21.12 小野田 聖吾 岡山県立久世高等学校

和牛

川口 哲也 岡山県立瀬戸南高等学校

佐々木 亮太 岡山県立新見高等学校

山﨑 健太朗 岡山県立久世高等学校

鷹野 雅美 岡山県立高松農業高等学校

中小

新田 和洋 岡山県立高松農業高等学校

H22.1 神田 美樹 岡山県立久世高等学校

～H22.3 和牛 武村 典子 岡山県立久世高等学校

進 航希 岡山県立久世高等学校

授業科目

学 年
授業科目 授業時間数 担 当 講 師

(専 攻)

家 畜 育 種 ２０ 山田 徹夫

２年生 家 畜 疾 病 ２０ 野口 竜三

( 和 牛 ) 草 地 管 理 ２０ 長尾 伸一郎

( 中 小 ) 家畜環境保全 ２０ 梯 洋介

生物工学実験Ⅱ １６ 中原 仁

研 究 ゼ ミ ２０ 山田 徹夫

専 攻 実 習 ８５２ 和牛改良部・環境家畜部職員

１年生 家 畜 管 理 ２０ 笹尾 浩史

( 和 牛 ） 家 畜 繁 殖 ２０ 山田 徹夫

畜産物利用論 ８ 栗木 隆吉

専 攻 実 習 ７３６ 和牛改良部職員






